
〔
視
察
日
程
〕

　

７
月
30
日
〜
31
日

〔
視
察
研
修
先
〕

　

東
京
都
千
代
田
区

　

国
会
議
事
堂

　

衆
議
院
第
２
議
員
会
館

〔
参
加
議
員
〕

　

菊
池
邦
夫

　

荒
川
栄
悦

　

新
田
勝
見

　

浅
沼
幸
雄

　

菊
池
民
彌

　

照
井
文
雄

　

 
菊
池
巳
喜
男

　

佐
々
木
大
三
郎

　

瀧
本
孝
一

〔
視
察
日
程
〕

　

８
月
26
日
〜
27
日

〔
視
察
研
修
先
〕

　

秋
田
県
に
か
ほ
市

　

山
形
県
川
西
町

〔
参
加
議
員
〕

　

瀧
澤
征
幸

　

新
田
勝
見

　

萩
野
幸
弘

◆ 

農
政
改
革
に
つ
い
て
の

勉
強
会

　

国
会
議
事
堂
を
見
学

後
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
地
下
の
第
10
会
議
室
に

移
動
し
、
こ
の
視
察
研
修

の
メ
イ
ン
で
あ
る
「
農
政

改
革
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
勉
強
会
と
な
っ
た
。
農

林
水
産
省
農
政
関
係
担
当

職
員
７
名
を
講
師
に
◆
農

地
中
間
管
理
機
構
の
創
設

◆
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
◆
水
田
フ
ル
活
用

と
米
政
策
の
見
直
し
◆
日

本
型
直
接
支
払
制
度
の
創

設
、
以
上
４
つ
の
改
革
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
資
料
に
よ
り
国
の
考
え

方
や
内
容
の
説
明
を
受
け

た
が
、
内
容
的
に
は
、
こ

れ
ま
で
市
か
ら
受
け
て
い

る
説
明
と
大
差
は
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　

今
日
の
我
が
国
の
農
業

の
現
状
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
な
ど
の
課
題
が
生

じ
、
担
い
手
へ
の
集
積
や

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
一

◆ 「
九
十
九
島
（
象
潟
）

の
松
を
ま
も
る
会
」
の

活
動
に
つ
い
て

　

国
指
定
天
然
記
念
物

「
九
十
九
島
（
象
潟
）」
の

景
観
の
中
枢
を
な
す
松
を

松
く
い
虫
か
ら
守
り
、
美

し
い
景
観
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
平
成
11
年
に

「
ま
も
る
会
」
を
発
足
し

た
。
平
成
12
年
こ
ろ
か
ら

毎
年
行
わ
れ
た
黒
松
の
伐

倒
は
、
平
成
24
年
度
に
は

ゼ
ロ
と
な
り
ほ
ぼ
終
息
さ

せ
る
ま
で
と
な
っ
た
。

　

面
白
い
の
は
、
国
の
文

化
財
は
松
で
は
な
く
、
島

の
地
質
、
土
、
岩
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

松
を
守
る
た
め
に
伐

倒
、
薬
剤
樹
幹
注
入
、
無

人
ヘ
リ
防
除
、
草
刈
り
、

種
の
採
取
と
育
苗
を
続

け
、
市
や
企
業
、
そ
し
て

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
守
る
会
が
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
象
潟
景
観
を
守
っ

て
き
て
い
る
。

　

遠
野
市
に
お
い
て
も
松

く
い
虫
対
策
が
急
務
で
あ

る
と
認
識
す
る
が
、
松
く

般
国
民
（
納
税
者
）
へ
の

説
明
責
任
や
納
得
な
ど
、

構
造
改
革
を
さ
ら
に
加
速

化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
農
業

を
足
腰
の
強
い
産
業
と
し

て
い
く
た
め
の
政
策
（
産

業
政
策
）
と
、
農
業
・
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
維
持
及
び
発
揮

を
図
る
た
め
の
政

策
（
地
域
政
策
）

を
車
の
両
輪
と
し

て
推
進
し
、
関
係

者
が
一
体
と
な
っ

て
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
国

の
考
え
方
で
あ

る
。

　

説
明
後
、
当
市

議
員
側
か
ら
一
人

一
問
の
質
疑
時
間

と
な
っ
た
が
、
中

山
間
地
で
あ
る
遠

野
市
の
現
状
と
課

題
や
制
度
へ
の
疑

問
点
を
相
手
方
に

訴
え
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
、
双

方
と
も
貴
重
な
収

穫
と
成
り
得
た
の

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
。

◆ 

国
会
議
員
に「
要
望
書
」

提
出

　

橋
本
英
教
衆
議
院
議
員

に
、
本
市
が
抱
え
る
課
題

で
あ
る
◆
過
疎
地
域
の
維

持
・
活
性
化
に
つ
い
て
◆

地
方
交
付
税
の
確
保
に
つ

い
て
◆ 

災
害
に
強
い
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築

に
つ
い
て
、
以
上
３
点
を

重
点
項
目
と
し
て
記
載
し

た
「
要
望
書
」
を
、
参
加

議
員
一
同
で
今
後
の
国
政

に
反
映
と
期
待
を
込
め
て

提
出
し
、
受
け
取
っ
て
い

た
だ
い
た
。

い
虫
対
策
を
し
っ
か
り
研

修
し
て
こ
そ
、
今
後
の
対

応
策
が
見
え
て
く
る
は
ず

で
あ
る
。

◆ 「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
り
よ
し

じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
活
動
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
り
よ
し
じ

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
行

政
と
対
等
の
立
場
で
新
た

な
地
域
づ
く
り
や
子
育
て

等
を
実
践
し
て
お
り
、
年

数
を
か
け
た
人
材
育
成
の

シ
ス
テ
ム
化
や
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ

り
、
行
政
や
県
・
国
ま
で

を
動
か
し
て
新
た
な
地
域

づ
く
り
の
実
践
と
様
々
な

提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
区
公
民
館
の
公
設
民

営
化
と
同
時
に
職
員
を
役

場
に
引
き
上
げ
る
流
れ
の

な
か
で
、
住
民
主
導
で
こ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た

の
で
あ
る
。少
子
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
、
活
動
の
マ

ン
ネ
リ
化
、
若
者
の
出
番

不
足
な
ど
を
解
消
す
べ

く
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
行

政
が
本
来
や
る
べ
き
？
こ

と
が
ら
の
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
実
践
し

て
い
る
か
ら
驚
き
で
あ
っ

た
。
行
政
の
や
る
べ
き
こ

と
、
地
域
が
や
る
べ
き
こ

と
を
明
確
に
し
、
向
こ
う

30
年
を
見
通
し
た
地
域
計

画
を
着
実
に
実
践
化
し
て

い
る
。

　

今
後
遠
野
市
が
小
さ
な

行
政
を
目
指
す
な
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
き
ら
り
の
地
域
づ
く

り
の
手
法
や
活
動
は
大
い

に
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

国会議事堂も視察

橋本衆議院議員に要望書を手渡す

松くい虫から守られた松を視察

きらりよしじまネットワークの取り組みを学ぶ

国
会
議
員
に「
要
望
書
」提
出

 

緑
風
会
、
清
風
会
、
新
興
会
合
同
視
察
研
修

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
松
く
い
虫
防
除

 

緑
風
会
視
察
研
修

11 10とおの議会だより とおの議会だより
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